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＊ 入江情報資料第 2 弾：昭和 38 年 9 月 10 日発行の東京天文台見学案内 

 アーカイブ室新聞 123 号に「昭和 26 年の東京天文台見学の栞」、250 号に「昭和 24 年 3

月 1日の東京天文台見学の栞」、259 号に「昭和 27 年版東京天文台「見学の栞」発見」、

321 号の「昭和 43 年 10 月 1 日発行の東京天文台見学案内」という記事を書いた。 

今回、昭和 38 年 9 月 10 日発行の「東京天文台見学案内」を入手したので紹介する。こ

れで昭和 24 年、昭和 26 年、昭和 27 年、昭和 38 年、昭和 43 年の見学案内をアーカイブ出

来たことになる。それらはそれぞれの歴史を表わしていて興味深い。昭和 38 年のものは、

新本館が出来る前であり、本館（１）と言われた木造の建物の玄関が写っている。また、

30cm 望遠鏡ドーム内の 30cm クック・トロートン赤道儀望遠鏡にマルコビッチカメラが搭載

された写真があったりする。また、堂平観測所が開設されたばかりで、ベーカーナンシュ

ミットカメラが三鷹にある様子が掲載されている。写真 1はその見学案内の表紙である。 

 

        写真 1 昭和 38 年 9 月 10 日発行の東京天文台見学案内 

 見学案内であるから、三鷹キャンパスの略図が載っており、これも歴史を反映していて

興味深い。10m パラボラ太陽電波望遠鏡、三鷹国際報時所跡にあった経度課も書かれている。

順次内容を追ってみよう。 



 

       写真 2 昭和 38 年 9 月頃の三鷹キャンパスの案内図 

 

           写真 3 写真 1の施設の構内案内と序文 



 

       写真 4 本館（１）とノイズ（電波グループ）からの遠望 

 

                 写真 5報時室の様子 



 

      写真 6 時刻決定観測の写真天頂筒の観測室と写真天頂筒 

 

             写真 7 ゴーチエ子午環と観測室 



 

       写真 8 経度研究室の様子（当時は三鷹国際報時所跡にいた） 

 

       写真 9 ノイズと呼ばれた電波グループのアンテナの様子 



 

            写真 10 24m 固定式球面電波望遠鏡 

 

       写真 11 当時日本最大の望遠鏡 65cm 赤道儀望遠鏡とドーム 



 

         写真 12 20cm ツアイス赤道儀望遠鏡とドーム 

 

   写真 13 30cm 赤道儀望遠鏡とドーム（マルコビッチカメラが搭載されている） 



 

        写真 14 20cm ブラッシャー天体写真儀望遠鏡とドーム 

 

        写真 14 太陽単色写真儀（モノクロ）と太陽 Hα線像 



 

       写真 15 人工衛星追跡用ベーカーナン・シュミットカメラ 

 

        写真 16 塔望遠鏡のシーロスタットと塔望遠鏡ドーム 



 

         写真 17 10cm コロナグラフと乗鞍コロナ観測所 

 

          写真 18 堂平観測所 91cm 反射望遠鏡とドーム 



 

         写真 19 岡山天体物理観測所と 91cm 光電赤道儀 

 

          写真 20 当時世界 7位だった 188cm 反射望遠鏡 



 

写真 21 左：堂平 91cm で撮影の散裂星雲、右：ブラッシャー天体写真儀による池谷彗星 

 

         写真 21 岡山 188cm 望遠鏡によるオリオン星雲と奥付 


